
１．はじめに

アベノミクス効果で、円安・株高となり、

輸出を中心とする大企業にとっては好材料が

揃い景気が上向いたと言われています。一方、

円安で原材料等が高騰し、食品製造に携わる

中小企業を取り巻く環境は極めて厳しい状況

が続いています。このような状況下でも企業

において新製品開発は重要で、その開発資金

の一助として、国、県、市等の補助事業を活

用していただければと思います。ここでは、

自治体等が行う主な補助事業を紹介します。

２．新あいち創造研究開発補助金（愛知県）

 成長が期待される分野において、製品化に

向けて県内に事業所を持つ企業等が行う研究

開発及び技術の高度化若しくは実用化または、

製品の普及を目指した実証実験を対象とする

補助金です。航空宇宙・次世代自動車等がキ

ーワードとなっていますが、あいち産業科

学技術総合センターが支援する技術分野が

補助対象なので、食品工業技術センターが

支援する食品分野はすべて補助対象（中小

企業は補助率 2/3 以内）となります。（生産
設備は補助対象外）

３．中小企業応援ファンド（（公財）あい

ち産業振興機構）

地域資源を活用した中小企業の新事業展開

を支援することにより、本県地域経済全体の

底上げを図ることを目的としています。新製

品（商品）開発が対象で、地域資源を活用し

なくても、あいち産業科学技術総合センタ

ーと連携して行う事業ならば補助対象とな

ります。例えば試作品の成分分析あるいは、

保存試験などを食品工業技術センターの依

頼分析で行う場合が補助対象です。限度額

は、50 万円以上 500 万円以内（補助率 2/３
以内）です。

（平成 27年 7月初旬募集予定）
（お問合せ先）新事業支援部 地域資源活

用・知的財産グループ 052-715-3074 
４．ものづくり・商業・サービス革新補助

金（中小企業庁）

新しいサービス、新商品・試作品の開発、

複数者が共同で取り組む設備投資等が補助対

象です。生産設備が補助対象となっている

のが特長です。また、試作品評価の依頼試験

を食品工業技術センターで行う経費も補助対

象となります。共同体でない場合は、補助上

限度額は、1,000万円（補助率 2/3）です。
（1次募集 受付中～平成 27年 5月 8日）
（お問合せ先）愛知県中小企業団体中央会 

052-485-6811 
５．市の補助事業 

市単位でも補助事業を実施しています。新

製品開発が対象の事業、製品評価の依頼試験

のみでも補助対象となるものがあります。事

業内容に合わせてご活用してください。補助

額、募集時期など詳細は各市の窓口へお問合

せお願いします。主なものを記載しました。

他の自治体でも同様の事業を行っている可能

性があります。

○安城市がんばる中小企業応援事業 

 補助対象：新製品開発・依頼試験

 （お問合せ先）商工課 0566-71-2235 
○大府市中小企業開発等促進事業費補助制

度 

 補助対象：新製品開発

（お問合せ先）産業振興部 商工労政課 

0562-45-6227 
○岡崎市中小企業ものづくり応援事業費補

助金 

補助対象：新製品開発

（お問合せ先）商工労政課企業立地推進班 

0564-23-0287 
○春日井市産学共同研究等事業助成金 

 補助対象：新製品開発

（お問合せ先）産業部 企業活動支援課

0568-85-6247 
○刈谷市新産業技術開発支援補助金 

 補助対象：依頼試験

（お問合せ先）商工課 0566-62-1016 
○小牧市中小企業新産業技術開発支援補助金

 補助対象：依頼試験

（お問合せ先）商工振興課 新産業創出係 

0568-76-1112 
○豊田市新製品・新技術等開発補助金

 補助対象：新製品開発

（お問合せ先）ものづくり産業振興課 

0565-34-6643 

補助金等を活用した新製品開発 



○豊橋市産学共同研究等支援事業費補助金

 補助対象：新製品開発

（お問合せ先）商工業振興課

0532-51-2435 
６．まとめ 

補助金等を活用して新製品開発を行ったこ

とのない中小企業にとって申請書の作成がハ

ードルとなることがあります。食品工業技術

センターを活用して、補助事業に応募される

場合は、申請書の作成について積極的にお手

伝いさせていただきます。

県内食品関連中小企業が、低コストで積極

的に商品開発する一助になれば幸いです。

分析加工技術室  山本 晃司（052-521-9316） 
担当分野 ：菓子、パン、発酵食品全般 


